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市政だより 人口の動き

4月1日現在前月比

人口計 66，455 - 498 
男 31，985 -290 
女 34，470 - 208 
世帯数 19，305 - 35 
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U窃(1UQク目白2Ycヲノ学校給食
-4月19日から一年生も給食開始一

「いただきまーす」元気な声が響きます。

4月に 1年生にな ったばかりのピッカピカ君、楽しい給食の

時間です。そこで、鈴田小 1年生40人のうち 4、5人に聞きま
した。

「給食あ、いしいですかJ rウン、 うまか」

「家のごはんと給食、 どっちがおいしい」

「えーとネェ 、給食グ」

「給食で何が食べたいJ rカレーグ」
「学校で一番楽しい時間は」

rf;木み時間J rおいは、給食の時間がよか」

- 5 月 5 日 ~ ll 日 までは、児童福祉週間です。 子供たちが心身
共に大きく育つよう暖かい目で見守りましょう一
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(2) 

金
利
が
下
り
ま
し
た

ご
利
用
下
さ
い

(保
証
料
〕

0
・
九
八
%

〔
取
扱
金
融
機
関
〕
市
内
各
銀
行

短
期
資
金
商
品
の
一
括
仕
入
れ
、

人
件
費
の
支
払
い
な
ど
、
短
期

的
に
必
要
な
と
き
、
ご
利
用
下

支
」
い
。

〔
限
度
額
〕
三
百
万
円

〔
貸
付
期
間
)
一
年
以
内

〔
金
利
)
年
六
・
五
%

〔
保
証
料
)
0
・
三
男

(
取
扱
金
融
機
関
)
長
崎
県
民
信

用
組
合

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
観
光
課
へ

0

0

0

 

中
小
企
業
振
興
資
金

市
内
の
中
小
企
業
の
健
全
な
発
(
貸
付
期
間
)
三
年
以
内

展
を
推
進
す
る
た
め
、
低
利
で
融
〔
金
利
〕
年
六
・
五
%

資
す
る
制
度
で
す
。

(

保
証
料
〕

0
・
九
八
%

対
象
者
市
内
に
住
所
ま
た
は
庖
(
取
扱
金
融
機
関
〕
市
内
各
銀
行

舗
を
有
し
、
同

一
業
種
を
一
年
設
備
資
金

以
上
経
営
し
て
い
る
人

(限
度
額
〕
五
百
万
円

運
転
資
金

(貸
付
期
間
〕
五
年
以
内

〔
限
度
額
)
五
百
万
円

〔金
利
〕
年
六
・
八
%

0

0

0

0

0

o

o

 

-
-
J

工
場
や
事

一

一

業

所

及

び

建

一

た

設

工

事

等

に

戎
J

ノ

よ

る

騒

音

か

h
v小

川
U

ら
住
民
の
生

甥

弓

活

環

境

を

守

怯

凡

十

4

る
た
め
、
騒

制

さ

音

規

制

の

地

酒

昂

』

ヘ

域

が

定

め

ら

引
け
・
.
し
れ
て
い
ま
す
。

Z
E
制

甥

今

回

、

新

郎

概

一

た

に

別

表

の

一

一

区

域

が

追

加

f
ー

し

き

れ

ま

し

た

規
制
区
域
内
で
は
特
定
施
設
や
指

定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
及
び
特

定
建
設
作
業
を
行
な
、
つ
時
に
は
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出
を

。
。

規制地域に追加された区域

地区 区域(各区域の一部)

松原 武留路郷、ーノ郷、 二ノ郷、 三ノ郷

福重
皆同郷、今富郷、立福寺郷、弥革力寺郷

矢上郷、草場郷

萱瀬 荒瀬郷

竹松 鬼橋町

西大村 坂口町、池田 2丁目、上諏訪町

大村
水計町、荒平町、赤佐古町、徳泉川内町

木場2丁目、木場1丁目、向木場町、久原郷

鈴田 岩松郷、陰平郷、平小川郷、大里郷、中里郷

三浦 祝崎郷、蔦川内郷、日泊郷、溝陸郷、今村郷

忘
れ
た
り
し
な
い
よ
う
ご
注
意
下

さ
い
。
届
出
用
紙
及
び
規
制
地
域

の
図
面
は
生
活
環
境
課
に
あ
り
ま

す

。

(

生

活

環

境

課

)

ご

存

じ

で

す

か

の

一

同
ゴ
ム
印
そ
の
他
の
印
鑑
で
'

一

|

l

D

監

差

濠

と

日

監

正

月

|

|

変

形

し

や

す

い

も

の

一

岱
蜘
又
王
企
主
目
〈

r
E
q到
----anロ一

同
印
影
の
大
き
き
が

一
辺
の
一

一

〔

登

録

資

格

〕

相

違

な

い

こ

と

を

保

証

さ

れ

長

さ

八

ミ

リ

の

正

方

形

に

一

一

ω本
市

の

住

民

票

に

記

録

さ

れ

た

書

面

収

ま

る

も

の

又

は

一
辺
の
一

一
て
い
る
人

ω登
録
申
請
者
が
疾
病
そ
の
他
や
長
き
二
十
五
ミ
リ
の
正
方
…

一

ω外
国
人
登
録
法
に
基
づ
き
本
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
自
ら
形
に
収
ま
ら
な
い
も
の

-
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登
持
参
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
同
印
影
が
不
鮮
明
な
も
の
一

-

録

さ

れ

て

い

る

人

き

な

い

と

き

は

委

任

の

書

面

を

附

そ

の

他

登

録

を

受

け

よ

う

一

一

ω十
五
歳
未
満
の
人
及
び
禁
治
添
え
て
代
理
人
に
よ
り
申
請
で
と
す
る
印
鑑
と
し
て
適
当
一

一
産
者
に
つ
い
て
は
登
録
で
き
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
郵
送
で
な
い
も
の

-

ま

せ

ん

。

で

登

録

申

請

者

に

文

書

で

照

会

〔

印

鑑

登

録

証

〕

一

一
〔
登
録
の
申
請
〕
し
二
十
日
聞
の
期
限
の
う
ち
に
印
鑑
を
登
録
し
た
場
合
に
は
一

一

ω登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
印
そ
の
回
答
書
を
登
録
申
請
者
又
印
鑑
登
録
証
(
カ
l
ド
)
を
一

'
鑑
を
自
ら
持
参
し
登
録
の
申
は
代
理
人
が
持
参
す
る
こ
と
に
登
録
申
請
者
又
は
そ
の
代
理
一

請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
よ
り
登
録
で
き
ま
す
。
(
こ
の
場
人
に
対
し
て
直
接
交
付
し
ま
一

一
ん
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
本
合
は
、
二
、
三
日
か
か
り
ま
す
)
す
。

一
人
で
あ
る
こ
と
及
び
申
請
が
〔
登
録
印
鑑
の
規
制
〕
〔
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
〕

…
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の

ω登
録
で
き
る
印
鑑
は
一
人
一
個
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
一

一

で

あ

る

こ

と

を

確

認

す

る

た

に

限

り

ま

す

。

受

け

た

い

人

は

印

鑑

登

録

証

一

一
め
次
の
も
の
を
提
示
し
な
け

ω登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
印
鑑
(
カ
l
ド
)
を
添
え
て
書
面
一

一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

一
同
官
公
署
の
発
行
し
た
免
許
場
合
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

せ

ん

。

…

一
証
、
許
可
証
、
身
分
証
明
間
住
民
票
に
記
録
又
は
外
国
人
印
鑑
登
録
証
(
カ
l
ド
)
の

一
書
で
あ
っ
て
本
人
の
写
真
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
提
出
が
な
け
れ
ば
交
付
で
き
一

一
を
貼
布
し
た
も
の
又
は
外
る
氏
名
、
氏
若
し
く
は
名
又
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
一

国

人

登

録

証

明

書

は

氏

名

の

一
部
を
組
み
合
せ
な
お
、
証
明
書
の
交
付
を
受
一

ω本
市

で

す

で

に

印

鑑

の

登

て

い

な

い

も

の

け

る

場

合

に

は

印

鑑

は

必

要

一

一
録
を
受
け
て
い
る
人
に
よ
附
職
業
、
資
格
そ
の
他
氏
名
以
あ
り
ま
せ
ん
。

一

一

り

登

録

申

請

者

が

本

人

に

外

の

事

項

を

表

し

て

い

る

も

(

市

民

課

)

一

「・0・・!'・0・'・・!・!・!・!・
!・!e・
8

・・・・
1

・・・・・‘•• 

‘‘.
-
a

・・1
・・・
l

・1
・!・!・!0・0・・!・!0・0・・!・!・!・・・!・・
・0・t
1
1
1

‘‘!・
1

・1
・!‘!'・・
1

・!・
l
a

‘・1
・・・
l
B

・o
・-1
・1E
B
-
-
-
-



昭和57年5月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I1111111111111111111 

りおおむ市政だより(3) 

(省エネルギ一対策)

太陽熱温水器などの

設置資金を融資

〔
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
〕

申
込
方
法

長
崎
県
民
信
用
組
合

大
村
支
庖
(
三
城
町
・
旧
大
村

信
用
組
合
)
に
直
接
お
申
込
み

下
き
い
。

融
資
額

十
万
円
1
二
百
万
円

利
子

年
五

・
五

%

償
還
方
法

五
年
以
内
の
元
利
均

等
償
還

申
込
方
法

親
和

・
十
八

・
九
州

相
互

・
長
崎
相
互
の
各
銀
行

へ

直
接
お
申
込
み
下
さ
い
。

市
及
び
国
で
は
、
省
エ
ネ
ル
キ

|
対
策
の

一
環
と
し
て
、
太
陽
熱

温
水
器

・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の

設
置
資
金
の
融
資
及
び
利
子
補
給

金
の
交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い
。

〔
太
陽
熱
温
水
器
〕

〔
利
子
補
給
金
〕

融
資
額

ご
戸
当
り
五
万
円
1
二

十
万
円

利
子

年
六

・
O
%

償
還
方
法

二
十
四
ヵ
月
以
内
の

元
利
均
等
償
還

資
格

市
民
で
市
税
を
完
納
し
て

い
る
こ
と

交
付
の
対
象

市
内
に
設
置
す
る

太
陽
熱
温
水
器
及
び
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
に
係
る
融
資

(住
宅

用
の
み
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

を汚数日許や た兵の東の多の々の回タ統E麟元口の ~
まれ日去し つ室 な異マ領親従石長幸守、の '(1) 中 司w::a..

機 f 津 ど母ン王、兄ミ政高大キ子大毛に G'曹i
せはの嫌下関到 の 兄 シで 日 のゲ 、の 名リの友利は ・R・
ると雨で:り白着 顔 弟ョ伊向 波ル 千子黒 シ 義f宗輝 山 AI、
程 、であま秀 の ぶ に

の道一つし吉約 れあ …)一 一一一一 一…- ーー.... 

ii232i i H強鑑遡盤J遜盤2毘
川崎m t日 韓謀議間総:銭

⑨ 

。
天
下
人
秀
吉

へ
の
謁
見

イ
ン
ド
副
王
使
節
の
肩
書
き

で
日
本
に
戻
っ
て
来
た
ヴ
ァ
リ

ニ
ア
|
ノ
神
父
は
、
来
日
二
ヵ

月
後
に
は
、
天
下
人
で
あ

っ
た

豊
臣
秀
吉
に
謁
見
す
る
た
め
、

京
都
へ
向
か
い
ま
し
た
。
上
洛

の
使
節
団
は
二
十
九
名
を
数
え
、

そ
の
中
に
は
勿
論
遣
欧
使
節
の

四
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
室
津
に
は
十

一
月
下
旬
に

は
到
着
し
た
も
の
の
、
秀
吉
へ

の
謁
見
の
許
可
は
な
か
な
か
下

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
丁

度
正
月
を
迎
え
た
た
め
、
秀
吉

に
年
賀
の
挨
拶
に
や

っ
て
き
た

全
国
各
地
の
大
名
達
が
、
大
阪

室
津
に
「
南
蛮
帰
り
の
少
年
達

が
滞
在
し
て
い
る
」
と
の
う
わ

さ
に
接
し
、
多
く
の
大
名
達
が

使
節
の
宿
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ

利
子
補
給
の
額

四
月

一日
1
翌

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
払
い

込
ま
れ
た
利
子
総
額
(
延
滞
利

子
を
除
く
)
の
年
二

・
O

%
に

当
る
額

ふくおう とよとみひでよし しよじよう

インド副王から豊臣秀吉にあてた書状

う
で
し
た
。
謁
見
は
秀
吉
の
邸

宅
緊
楽
第
で
行
な
わ
れ
ま
し
な

こ
の
邸
宅
は
、
宣
教
師
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
を
し
て
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ど
こ
に
建
て
ら
れ
て
い

て
も
大
い
に
賞
讃
さ
れ
、
人
々

を
感
歎
せ
し
め
ず
に
は
お
か
ぬ

だ
ろ
う
」
と
述
べ
さ
せ
る
程
の

豪
壮
な
構
え
で
し
た
。

謁
見
式
で
は
イ
ン
ド
副
王
メ

ネ
ー
ゼ
ス
の
書
状
が
関
白
に
渡

き
れ
ま
し
た
。
半
皮
紙
に
書
か

れ
た
こ
の
書
状
は
、
幸
い
現
在

で
も
京
都
妙
法
院
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

謁
見
式
後
、
宴
が
張
ら
れ
、

同
席
し
て
い
た
四
人
の
使
節
達

も
そ
の
末
場
に
席
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
イ
ン
ド
副
王
使
節
の

謁
見
式
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
等

が
末
席
に
置
か
れ
た
こ
と
は
当

然
で
し
た
。
そ
の
宴
席
で
は
、

秀
吉
は
使
節
達
に
親
し
く
き
口葉

を
か
け
ま
し
た
。
宴
席
の
後
、

四
人
の
者
た
ち
は
秀
吉
の
前
で

西
洋
の
音
楽
を
奏
で
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
秀
吉
は
殊
の
外
よ
ろ

こ
び
、
二
度
も
演
奏
さ
せ
る
程

で
し
た
。
始
め
て
聞
く
西
洋
音

楽
の
音
色
に
は
、
一
人
秀
吉
だ

け
で
は
な
く
、

室
津
滞
在
中
に

訪
れ
た
諸
大
名
も
、
大
い
に
満

足
し
て
い
ま
す
。
秀
吉
は
、
彼

ら
を
し
て
「
汝
ら
が
日
本
人
で

あ
る
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
い
」

と
ま
で
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

利
子
補
給
期
間

太
陽
熱
温
水
器

l
融
資
を
受
け

た
日
か
ら
二
年
以
内

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

l
融
資
を

受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ
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y
卜
病
、
多
発
性
硬
化
症
、
重

症
筋
無
力
症
、
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
l
デ
ス
、
ス
モ
ン
病
、
再

生
不
良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ
ド

|
ジ
ス
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
、
強
皮
症

・
皮
膚
筋
炎
及
び

多
発
性
筋
炎
、
特
発
性
血
小
板

減
少
生
紫
斑
病
、
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
、
潰
虜
性
大
腸
炎
、
大

動
脈
炎
症
候
群
、
ビ
ユ
ル
ガ
|

病
、
天
痘
宥
、
脊
髄
小
脳
変
性

症
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
難
治
性
肝

炎
の
う
ち
劇
症
肝
炎
、
悪
性
関

叶
即
リ
ウ
マ
チ
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
|
ジ
ス
、
後

縦
靭
帯
骨
化
症
、

ハ
ン
チ
ン
ト

ン
舞
駄
目
病
)
及
び
国
の
小
児
慢

性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
疾
患
(
悪
性
新
生
物
、
慢

性
腎
疾
患
、
ぜ
ん
そ
く
、
慢
性

心
疾
患
、
内
分
秘
疾
患
、
腰
原

病
、
小
児
糖
厘
病
、
先
天
性
代

謝
異
常
、
血
友
病
等
血
液
疾
患
)

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

四
月

一
日
現
在
、
市
内
に
引
続
き
一

年
以
上
居
住
す
る
人
で
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
現
在
医
療
機

福
祉
の
ひ
否
腿

難病患者の方などに

見舞金を差しあげます
-5月31日までに申請をー

市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
難

病
患
者
、
内
臓
機
能
障
害
者
重

度
障
害
者
の
介
護
者
に
見
舞
金
を

差
し
上
げ
ま
す
。

申
請
期
間

五
月
三
十

一
日
ま
で

申
請
先

福
祉
課

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

。
難
病
患
者
見
舞
金

金
額

二
万
円

疾
病

国
の
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
の
対
象
疾
患
(
ベ

l
チ
エ

※ 

耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日

ど

し

精

。

ま

な

楽

の

す

い

校

に

和

ま

て

学

め

協

い

し

や

た

と

て

担

所

の

立

し

負

育

室

自

施

が

耳

と

こ

と

ば

が

不

自
由
な
人
の

保

児

の

実

市

、

宅

童

て

は

福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
に

め

在

児

し

料

手
話
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め

た

い

ら

と

上

る

な

か

的

借

講

習

会

を

開

催

し
ま
す
。

あ

き

中

目

車

が

で

の

を

の

日

時

毎

週
水
曜、

午
後
六
時
1

害

が

び

一

と

復

八

時

(開
講
式
五
月
十
二
日

嘩

と

韮

こ

f

同

こ

い

わ

う

じ

午

後

六

時
)

身

う

い

養

お

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

心

通

集

を

な

。
時

所

に

い

神

す

日

場

内

容

初
級
、
中
級
、
上
級
の
三

》

j
t
tt》
t
z
t
tt
t
t
3
t
t
t
t》
t《
p
t《

t
tt
t
tt
t
t
j
t
t
t
段
階
に
分
れ
て
い
ま
す
の
で
、

の
食
事
、
入
浴
、
排
便
、
衣
服
初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
参
/加

の
着
が
え
な
ど
日
常
生
活
に
つ
で
き
ま
す
。

い
て
介
護
を
し
て
い
る
人

申
込
左
法
印
か
ん
持
参
の
う
え

必
要
書
類

住

民

票

謄

本

直

接

関

護

札

に

お

い

で

下
さ
い
。

受

講

料

無
料

※
詳
し
く
は
福
祉
課

へ

聞
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
ま

た
は
そ
の
保
謹
室
台

必
要
書
類

特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
診
券
ま
た
は
現
在
治
療
中

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
診

断
書
、
住
民
票
の
写

。
内
臓
機
能
障
害
者
見
舞
金

金
額

一
万
八
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

四
月

一
日
現
在
、
市
内
に
引
続
き

一

年
以
上
居
住
す
る
人
で
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
人
工
旺
門
ま

た
は
人
工
腸
脱
を
施
術
し
て
い

る
人

制
限

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

五
月
十
五
日
出

お気軽にご参加下さい

一障害児一日保育

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
及
び

壁
病
串
亙
台
見
舞
金
を
受
給
さ
れ

る
人
は
除
き
ま
す
。

必
要
書
類

住
民
票
の
写
、
診
断

書
(
永
久
保
有
の
場
合
は
そ
の

旨
明
示
)

。
重
度
障
害
者
介
護
見
舞
金

金
額

一
万
五
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

本
市

に
住
所
を
有
し
、
そ
の
家
庭
に

在
宅
(
同
居
)
す
る
四
歳
以
上

の
障
害
者
で
身
体
障
害
の
程
度

等
級
の

一
、
二
級
に
該
当
す
る

重
度
の
身
体
障
害
者
(
児
)

(
聴
覚
及
び
内
臓
機
能
障
害
者
を

除
く
)
児
童
相
談
所
又
は
精
神

薄
弱
者
厚
生
相
談
所
の
判
定
に

よ
る
重
度
の
精
神
薄
弱
者
(
児
)

(
午
後
一
時

i
三
時
、

'
冨
「
三
船

臨
調
閉
鋼
古
町
、

一酎

園
国
(
付

口
μ曜水

日
3

曜

時

叶
弟
日

4

一

4

~

タ

1

第

時

ン

答
用
・

ー

セ

月

2

後

祉

毎

第

午

福

手
話
講
習
会

を
開
き
ま
す

ニ
母
日
の
暮
し
の
な
か
に
活
か
そ
う
N

赤

十

五
月
一

日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

「赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
資

は
、
災
害
救
助
、
国
際
救
護
活
動

の
推
進
、

救
護
看
護
婦
の
養
成
の

推
進
、
県
下
で
は
血
液
事
業
の
推

進
、
長
崎
原
爆
病
院
の
建
設
工
事

等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

字

社
員
(
資
)
は
赤
十
字
活
動
を

支
え
る
大
切
な
柱
で
す
。
「
全
戸

も
れ
な
く
社
員
加
入
」
を
目
標
に

年
額
三
百
円
の
新
規
社
員
を
増
強

す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
社
員
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
引
続
き

三
百
円
以
上
の
高
額
社
員
へ
の
協

力
方
を
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

(福
祉
課
)



※ 

海
や
川
を
守
る
た
め
粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
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保
健
コ
g
ナ

t

T歳6カ月児

健康診査

~無料~

対
象

昭
和
五
十
五
年
十
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
五
月

i
九
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

五
月
七
日
樹
、
十
四
日
樹、

十
八
日

ω

午
後

一
時
1

一
時
三
十
分
受
付

りおおむ

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上、

必
ず

ご
持
参
下
き
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反

応

検

査

と

B

C

G
接

種

結
核
予
防
法
に
よ
り
小
学
校
就

学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
、

ツベルクリン検査 .BCG予防接種目程

実 施場所 ツ反検査 BCG接種

市 役 所
5/18 (刈 5/20同

萱瀬出張所

諏訪公民館

鈴 田出 張 所 5/19ヤ'/() 5/21幽

三 浦出 張所

竹 松 出張所
5/25伏) 5/27休)

福重 出張所

中地区公民館
5/26附 5/28幽 |

松原出 張 所

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B

C

G
接
種
を
行
い
ま
す
。

該
当
者
。
生
後
六
ヵ
月
以
上
、
四
歳
未

満
で
今
ま
で
に
一
回
も
受
け

て
な
い
乳
幼
弔

語

Eο

と

か
か
る
と
生
涯
免
疫
が
得
ら
れ

位

の
人
は
免
疫
を
持
っ
て
い
ま

一

η
nト

ま
す
。
病
気
は
軽
い

の
で
す
が
、
す
。
し
か
し、
免
疫
を
持
た
な
い

一

風

し

ん

妊
婦
が
妊
娠
三
ヵ
月
以
内
に
こ
人
あ
る
い
は
、

こ
の
病
気
に
か

一

風
し
ん
は
、
四

i
五
年
お
き

の

病

気

に

か
か
る
と
、
先
天
性

か

っ
た
か
ど
う
か
不
明
な
人
は
、

骨

流
行
す
る
と
と
言
わ
れ
て
お
り
、

白
内
障
、
眼
奇
形
、
先
天
性
、必

妊

娠

前
に
抗
体
検
査
を
し
て
予

今
年
は
流
行
の
き
ざ

し

が

み

ら

疾

患
及
び
難
聴
な
ど
の
子
供

が

防

接
種
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

れ
て
い
ま
す
。
こ
の

病

気

は

、

生

ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
四
月
十
五
日
か
ら
予
防
接
種
を

春
か
ら
夏
に
か
け
て
多
く
、
三
成
人
女
性
は
、
す
で
に
二
1
三

実

施
し
て
お
き
ま
す
勺
詳
し
く
は
生

市政だより(5) 

O
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
行
い
陰
性
で
B
C
G
接

種
を
受
け
た
幼
児
。

O
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
行
い
疑
陽
性
だ
っ
た
幼

日~
料
金

無
料

※
当
日
は
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
持
参
下
き
い
。

(
生
活
環
境
課
)

;主

ロ-主
主
玄

Tロ同断診

被
爆
者
の
健
康
診
断
を
行
な
い

康

ま
す
。
対
象
者
に
は
個
人
あ
て
通

配

知
い
た
し
ま
す
。

爆

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所

(宮
③

被

|
二

一
九
一一一)
ま
た
は
福
祉
課

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

被
爆
者
健
康
診
断

せ
っ
か
く
の
景
観
を
阻
害
し
、
不

快
感
を
与
え
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
や

空
か
ん
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
捨

て
ま
し
ょ
う
。

※
六
月
五
日
1
十
一

日
は
環
境
週

間
で
、
六
月

六
日
は
空
か

ん
回
収
キ
ャ

ンペ

ー
ン
の

県
下
統
一
日

で
す
。
み
ん

な
で
美
し
い

町
を
作
り
ま

1
v
ょ
、っ
。

時間はいずれも午後 2時から3時まで

ゴ
ミ
・
空
か
ん
の

不
法
投
棄
は
止
め
ま
し
ょ
う

自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
郷
土

は
、
私
た
ち
の
自
慢
で
あ
り
、
誇

り
で
あ
り
、
そ
し
て
宝
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
美
し
い
郷
土
に
不
法

に
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
や
空
か
ん
は
、

月日 診 断場 所 対 象 地 区

5，19 竹松 出張 所 竹松、福重、松原

5，20 市役所第 l会議室 大村、三浦、 鈴田

5，21 市役所第 1会議室 大村

5，25 福 祉センター 大村、西大村、萱瀬

5，26 福祉 セ ンタ ー 西大村

5，27 中地区公民館 西大村

5，28 市役所第 1会議室 大村

(生

活
環
境
課
)

10:00-11:30 、1日3:0∞∞0-白向-、、.、、.、‘(受付時間
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アリ国連難民高等弁務官駐日代表来庁

4月13日、大村難民一時レセプションセンター

(古賀島町)を視察の後、市役所を訪問し 「皆さん

の温い配慮に感謝しているj と市長に感謝の意を述

べられました。

.... 

長

れ

と

ム
去
さ
口
貝

也

贈

職
H
H

秀

寄

所

ち

山

て

務

勝

鳥
し
事
の

(

と

祉

ち

会

念

福

た

協

記

市

供

ル

彰

と

子

一
表
ち
事

ボ

体

た

見

ト

団

供

フ

良

子

い

ソ

優

な

市

育

後

行

、
体
の
を

日
会
そ
合

口
社

。
試

月
県
た
善

4

、
し
親

は
ま
の止
防
長
品

4

-

a

 
;
l

長

磯

ジ

圃

圃

圃

圃

会

村

一

フ

温
調
・
・

典
中

ワ

路
遁
週
圃

h

慶

、
ニ

‘
奴
窓
際
rh懇
品
圃

aa

#
↑ぃ一弘久、、、'七

議
蝉

虫

ι

やし
隊
問
訟

で

。
フ
、
ド
引
ど

い一
鴨
川

J
つ一

一
フ
一
作
訴

説
誠

一、尚
一制

頭

ク
レ
て
を

箇
欄
隠

配

ザ
。小山川込+一

一一子
〆
全
ぶ
年

安

一
市
心
交

南一

ツ
で
が
し

{父

市
時
制
時

↓
ノ
円
J

軒
先
丙
回

、
イ
の
で

日
パ
三
斗
削

日

卜
(

駅

月
一

ん
村

4

さ

大

吉

を

子供の家へソフトポール用
具一式を寄贈

※ 

空
カ
ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

深沢儀太夫祭

4月17日、野岳湖畔で地元関係者多数参列
して行なわれました。なお、野岳留池災害復

旧工事(総工費 8，200万円)の落成式も合せ
て行なわれました o

.A. 

カーブミラーを清掃 企

大村ライオンズクラブ (鈴木信幸会長) と大

村中央ライオンズクラブ(松井道会長)は 4月
9日早朝から市内 300カ所あまりのカーブミラ
ーを清掃奉仕されました。

益
金
は
子
供
の
家
へ
恩
返
し

大
村
子
供
の
家
出
身
の

岬
浩
二
さ
ん
が

「泉
純
也
と
ク
リ
ス
タ
ル
レ

イ
ン
」
の
メ

ン
バ
ー
で
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
、
四
月

十
二
日
市
民
会
館
で
、
子
供
の
家
や
向
陽

寮
の
子
供
た
ち
を
始
め
多
く
の
人
た
ち
の

拍
手
の
中
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
デ
ビ
ュ
ー
曲

「
夢
も
の
が
た
り
」
に
ご
声
援
下
さ
い
。

企

4
‘" .， Nν 

一

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
身
近
な
山
山幸

、

行

一

事
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

一

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
連
結

一

は
車
広
報
公
聴
謀
へ
お
願
い
し
ま
す
。



大
村
線
乗
ろ
う
守
ろ
う

、
タ
イ
ヤ
を
増
そ
う

※ 

税金⑬Gミー銭

納税通知書が

変わります。

;
目
指
九

Z
Z
M
V
S】

吋

1

ム
U
川
崎
町
?
を
邑

…w
バ
ー
ド
・

刊

日
本
は
か
先
進
国
u
|!
と

州

わ
た
し
た
ち
は
思
っ
て
い
ま
す
。

仲

で
も
か
鳥
H

か
ら
見
た
日
本
は

仲

ど
う
も
先
進
国
と
は
い
か
な
い

仲

ょ
う
で
す
。

時

財
団
法
人
日
本
鳥
類
保
護
連

特

盟
で
は
、
鳥
た
ち
の
暮
し
の
条

川

件
か
ら
み
た
国
の
レ
ベ
ル
を
次

ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス

貯

の
よ
う
に
区
分
し

!

;

¥

な
ど
を
見
る
こ
と

?

に
い
ま
す
。

~

手

ー

で
す
。
こ
れ
な
ら

…

後

進

国

鳥

類

〈

h
伊

ば
誰
に
で
も
手
軽

ω

は
多
い
が
、
特

旭
川
園
色
ム

に
で
き
ま
す
。
ふ

A

T

4

$

・・・-e.

ω

別
な
保
護
が
な

勾
F
4
F
V

だ
ん
見
慣
れ
て
い

…

い
原
始
地
域
。

t
h
y
v
l
H
る
せ
い
か
、
あ
る

ω

中
進
国
:
:
:
開
発
、
都
市
化
が

い

は

身
近
に
た
く
さ
ん
い
る
せ

ω

進
み
、
鳥
類
の
保
護
が
不
完
い
か
、
つ
い
そ
の
存
在
を
忘
れ

州

全

で

鳥

は

少

な

い

。

て

し

ま

い

が

ち

の

こ

の

鳥

た

ち

刊

先
進
国
;
・
・
鳥
類
の
保
護
が
完
も
、
じ
っ
く
り
見
る
と
、

一
羽

刊

全
で
鳥
が
多
い
。

一
羽
の
表
情
や
仕
草
の
違
い
が

刊

こ
の
基
準
か
ら
い
く
と
、

日

わ
か
り
、
新
た
な
発
見
を
す
る

時

本
は
残
念
な
が
ら
中
進
国
と
い
そ
う
で
す
。

叫

う

わ

け

で

す

。

五

月

十

日

か

ら

一

週

間

は

愛

肝

さ
て
、
最
近
パ

l
ド

・
ウ

オ

鳥

週

間

。
こ
の
機
会
に
あ
な
た

川
ツ
チ
ン
グ
と
云
う
言
葉
を
よ
く
も
手
軽
に
で
き
る
パ

l
ド
・

ウ

叫

耳
に
し
ま
す
が
、
バ

ー
ド

・
ウ

ォ

ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま

問

オ
ツ
チ
ン
グ
と
は
、
野

鳥

の

生

せ

ん

か
。

間

態
を
観
察
し
た
り
、
声
を
聞
い

の
納
付
済
通
知
書
を
光
学
文
字
読

取
装
置
で
機
械
が
文
字
を
読
み
と

り
収
納
消
込
処
理
を
開
始
し
ま
す

の
で
納
税
通
知
書
は
折
り
ま
げ
た

り
、
汚
し
た
り
し
な
い
よ
う
ご
注

意
下
さ
い
。

各
納
税
通
知
書
は

一
括
し
て
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
納
め
ら
れ
る
時
は
必
ず
納
税
通

知
書
を
ご
持
参
の
上
、
指
定
金
融

機
関
又
は
、
各
出
張
所
で
納
入
し

て
下
さ
い
c

税
金
の
納
期
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。
納
税
計
画
を

た
て
て
亡
心
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

ご
注
意
下
さ
い
。

自
動
車
税
に
つ
い
て

お
願
い

ー
長
崎
県
自
動
車
税
務
所
ー

昭和57年 5月 1日
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ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
w

て
自
然
に
親
し
む
の
で
す
が
、

何
も
重
装
備
を
し
て
山
に
入
ら

な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
い
う
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
意
外
と

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
で
も

双
眼
鏡
一
つ
で
手
軽
に
で
き
ま

す
。例

え
ば
、

※
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
方
や

詳
し
い
事
は
長
崎
県
自
動
車
税

務
所
(
長
崎
市
元
舟
町
十
七
|

一
一
世
長
崎

@
i八
八
三
玉

・
@

八
八
三
六
)
へ
お
問
合
せ
下
さ

自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

期
限
は
、
五
月
三
十

一
日
と
な

っ

て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ

い
。
銀
行

・
郵
便
局
の
ほ
か
農
協

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
の
登
録
を
取
消

さ
れ
る
と
翌
月
分
か
ら
の
税
金
が

戻
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
還
付
金

の
送
付
通
知
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

指
定
銀
行
で
早
め
に
お
受
取
り
下

さ
い
。

本
年
度
か
ら
市
県
民
税
(
特
別

徴
収
を
除
く
)

・
固
定
資
産
税

・

軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

間!
4 5 6 7 8 9 10 11 12 l 2 3 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

1 、2 3 4 
市県民税

期 期 期 期

固定資 1 2 3 4 

産 千晃 期 期 期 期

軽自動 金

車 税 期

国民健康 1 2 3 4 5 6 7 8 

保険税 期 期 期 期 期 期 期 期
ーーーー 」ーーー 一一 ~ー--'-一ー

り

今月の納税
⑨固定資産税 1期分
⑨自動車税・軽自動車税

5月31日(月)までです

期

な
く
さ
な
い
で
グ

納
税
証
明
書

(
継
続
検
査
用
)

車
体
検
査
(
継
続
検
査
)
を
受

け
る
と
き
に
は
、
継
続
検
査
用
の

納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

車
の
税
金
を
納
め
た
と
き
に
受

け
取
っ
た
領
収
書
に
添
付
し
て
い

ま
す
継
続
検
査
用
納
税
証
明
書
を

自
動
車
検
査
証
と
一
緒
に
保
管
し

て
下
さ
い
。

おおむ

納の金税

市政だより(7) 



.;:z:;:z::z::zロz::z:::::.::::::::.:::ロZロz::zロZ 口:::.::::::=::::::.:::ロ::.::::::.:::::::.:::::%品百

一 ら※付
市制40周年記念締全両

切五始
一一一一ー-t-r:::l-'-J I~GQ り座
!第3回m氏ム(1L宗 HH
i文化講演会 j ozE 

5 月 22 日(対午後 2 時~4 時福祉センタ- ~ り同
まか

講師)吉川英治賞受賞宮崎和子先生 ! しら
目 (演題)古代史を尋ね続けた宮崎康平 目 た

1謡曲大会 1 
5月16日(日)午前10時~午後4時 1 
1 福祉センター
目市民盆栽展 1 
~ 5 月 22 日(封~23 日(日)午前 9 時~午後 5 時 H 

i 市民会館 i 
i 日舞の祭典 i 
R 5月23日(日)午前10時~午後3時市民会館 i
i市民美術展 i 

5 月 28 日樹~31 日(月)午前 9 時~午後 5 時 日

目 コミュニティセンター

H市民茶会 日
日座指

5月30日(日)午前10時~午後 3時 1時十時で圧家
i コミュニティセンタ一 日三五 す)庭

!歌と踊の祭典 !事E百。長主
5 月 30 日(日)午前10時~午後 4 時市民会館~ /~毎二 康し

l市民華道展 H三事十 侵め
日時金一 持

~ 5 月 29 日同~30 日(日)午前 9 時~午後 5 時 i三曜日 五指
市民会館 ..十 、 1 は圧

!東京フィルハーモニー交響楽団演奏ム H 分午六 か(
=、後月 る自

R 6 月 3 日同午後 6 時30分 ~8 時市民会館 H 玉一 二 講己

i市民文芸大会 i 
日 6 月 5 日(司~6 日(日)午前 9 時~午後 5 時 H共
i コミュニティセンタ 尺杢
1大村歴史展 l栄市

6 月 5 日(胡~6 日(日)午前 9 時~午後 5 時 H養な
知調l 市民会館 1識理

市民吟道大会 目特

6月6日(日)午前 9時~午後4時市民会館 l舎噴
l市民合唱祭 l果話

6 月 19 日出午後 6 時30分~9 時市民会館 l 加得
』

(8) りむおお市政だより

H
各
種
講
座
案
内
日
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申
込
先
電
話
で
中
央
公
民
館
へ

受
講
料
無
料
※
教
材
費
は
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
散
歩
】

遣
欧
少
年
使
節
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
旅
立
っ
た
記
念
す
べ
き
年
か
ら

四
百
年
に
な
り
ま
す
。
キ
リ
シ
タ

ン
史
跡
を
中
心
に
ふ
る
さ
と
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
一
緒
に
散
策
す

る
講
座
で
す
。

日
時
五
月
二
十
三
日

i
七
月
二

十
五
日
(
毎
月
第
四
日
曜
、
午

前
九
時

1
正
午
、
三
回
)

対
象
・
{
吾
貝
成
人
、
三
十
人

講
師
深
草
静
雄
先
生

【
切
り
絵
入
門
】

絵
心
が
な
く
て
も
で
き
る
切
り

絵
の
初
歩
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
時
五
月
二
十
日

i
七
月
二
十

一
一
日
(
毎
週
木
曜
、
午
後
七
時

1
九
時
、
十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
(
初
心
者
)
、

三
十
人

講
師
一
瀬
昌
己
先
生

【
家
庭
指
圧
(
自
己
指
圧
)
】

※ 

は
ば
た
け
大
き
く
子
供
た
ち

(
児
童
福
祉
週
間

回
)

対
象
・
{
吾
貝
成
人
、
三
十
人

講
師
片
岡
忠
義
先
生

【
書
道
入
門
】

日
常
の
雑
時
か
ら
離
れ
、
教
養

と
実
用
の
書
道
を
通
じ
心
の
落
着

き
と
ゆ
と
り
を
も
っ
講
座
で
す
。

日
時
五
月
十
八
日

i
七
月
二
十

日
(
毎
週
火
曜
、
午
前
十
時

1

正
午
、
十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
(
初
心
者
)

三
十
人

講
師
馬
場
英
男
先
生

【
家
庭
料
理
】

五
月
五
日
同
i
十
一
日
同
)

大
村
寿
し
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
時
五
月
十
九
日

1
七
月
二
十

一
日
(
毎
週
水
曜
、
午
後
一
時

三
十
分

1
三
時
三
十
分
、
十
回
)

対
象
・
{
吾
貝
成
人
、
三
十
六
人

講
師
柳
原
淳
先
生
及
び
各
専
門

主
再
師

【
俳
句
入
門
】

俳
句
の
源
流
や
本
質
を
学
ぶ
と

共
に
、
基
礎
知
識
と
作
り
方
の
講

座
で
す
。

日
時
五
月
二
十
二
日
1
七
月
二

十
四
日
(
毎
週
土
曜
、
午
後
一

時
三
十
分

1
三
時
三
十
分
、
十

回
)

対
象
・
定
員
成
人
、

一二
十
人

講
師
山
口
正
先
生

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

講

習

会

期
間

五
月
十
九
日

1
六
月
十
六

毎
週
水
曜
日

午
後
七
時

i
九
時

六
月
二
十
日
間
(
夜
来
れ
な
い

人
の
た
め
に
設
け
ま
し
た
)

午
前
十
時

1
午
後
三
時

場
所
中
地
区
公
民
館

会

費

無

料

申
込
先
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

(
麻
生

雷
③

l
二
七
六
六
)

※
か
か
と
の
高
い
靴
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。
J

ゑ

υωw

r
n
v
u
 

A

F

革、
... 開叶
i
γ
L
U

「
a
J
A
W
，

、
、
一
F
Jr

日

古
戦
場
を
た
ず
ね
て

日
時
五
月
十
六
日
同

午
前
九
時

1
午
後
三
時

コ
ー
ス
好
武
城
|
今
富
城
|
中

岳
城
・
中
岳
古
戦
場
l
菅
無
田

古
戦
場
!
大
村
館
三
城
|
玖

島
城

集
ふ
且
暗
所
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

児
童
公
園
、
午
前
九
時

参
加
費
千
円
(
パ
ス
代
)

申
込
先
大
村
史
談
会
青
年
部

(
市
立
図
書
館
内
宮
②
|
二

四
五
七
)

そ
の
他
昼
食
は
持
参
、
必
要
な

方
は
五
百
円
で
用
意
し
ま
す
。

定
員
四
十
名
、
五
月
九
日
間
ま

で
受
付
け
ま
す
。
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市
民
交
通
傷
害
保
険
の
保
険
金

が
、
四
月

一
日
か
ら
死
亡
の
場
合

八
十
万
円
が
百
万
円
に
、
後
遺
障

少
年
非
行

五
月
は
新
年
度
が
始
ま

っ
て
二

カ
月
目
。
入
学

・
進
学

・
就
職
と

そ
れ
ぞ
れ
希
望

・
緊
張

・
不
安
の

あ
っ
た
生
活
も
ほ
っ
と

一
息
、
新

し
い
環
境
の
中
で
生
活
の
リ
ズ

ム

を
つ
か
み
、
生
き
生
き
と
自
己
を

伸
ば
す
少
年
が
み
ら
れ
る
反
面、

適
応
で
き
な
い
少
年
が
数
多
く
あ

ら
わ
れ
、
彼
等
は
喫
煙

・
万
引
き

・

外
泊

・
家
出

・
登
校
拒
否
の
形
で

害
の
場
合
五
十
万
円
が
量
口
同
百
万

円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

掛
金
は
従
来
通
り
で
昭
和
五
十

七
年
度
分
の
加
入
者
か
ら
全
員
適

用
さ
れ
、
大
変
有
利
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
な
い
人
は

早
目
に
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
用
紙
は
、
生
活
環
境
課

各
出
張
所
に
備
え
て
お
り
ま
す
の

で
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
保
険
料

を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

「
五
月
病
」

ご
注
意
を
グ

自
己
を
表
現
し
ま
す
。

こ
れ
を

「五
月
病
」
と
呼
び
ま

す
が
、
こ
の
病
気
が
少
年
の
人
生

を
決
定
づ
け
る
こ
と
も
ま
ま
お
こ

り
ま
す
。

保
護
者
の
方
々

、
青
少

年
育
成
指
導
者
の
皆
さ
ん
、
少
年

の
心
情
を
読
み
と
り
、
暖
か
い
、

根
気
強
い
v

」
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

(
少
年
セ
ン
タ
ー
)

…一ス

?
?
?
ψ
事

第
ワ
回
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
成
績

【
五
キ
ロ
リ
健
康
マ
ラ
ソ
ン】

①
森
山
信
孝
②
井
上
聖
③
松
岡
正

人
④
浦
忠
男
⑤
本
村
博
美

【
十
キ
ロ
斗

脱
走
マ
ラ
ソ
ン
】

①
高
取
清
史
②
三
浦
俊
孝
③
古
川

法
一
④
指
方
悦
郎
⑤
森
同
直
人

四
月
十

一
日
、
萱
瀬
小
学
校
を

基
点
と
し
た
鬼
橋
、

今
富
方
面
の

コ
l
ス
で
行
わ
れ
、
二
百
七
十

一

人
が
参
加
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

【
二
キ
ロ
日
小
学
生
・
全
女
子
】

①
田
添
信
樹
(
萱
小
六
年
)
②
大

石
和
俊
(
福
重
小
六
年
)
③
高
橋

光

一

(
福
重
小

六
年
〉
④
山
田

賢
二

(萱
小
六

年
)
⑤
近
河
正

憲
(
放
虎
原
小

四
年
)
つ
一
キ
ロ
日
中

学
男
子
】

①
中
川
内
茂

(
西
中
三
年
)

②
法
山
康
虞

(
西
中
三
年
)

③
一

瀬
永
充

(
西
中
二
年
)

④
休
坂
勝
幸

(
西
中
三
年
)

⑤
菅
野
谷
正
則

(
郡
中
三
年
)

よ|書

だ|図新
着
図
書
案
内

V
死
の
器
上

・
下

(森
村
誠

二

V
冬
の
旅
人
(
赤
川
次
郎
)

V
氷
雪
の
門
(
松
山
善
三
)

V
呪
い
の
家
(
平
岩
弓
枝
)

V
最
期
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

(
阿
万

田
高
)
V
北
国
通
信

(渡
辺
淳

こ

V
夫
婦
の
本
(
斎
藤
茂
太
)

V
誰
に
で
も
わ
か
る
マ
イ
コ
ン

入
門

(桑
山
義
明
)
V
初
歩
の

パ
ソ
コ
ン
入
門

会
末
守
)

V
自
分
の
子
供
と
つ
き
あ
う
法

(泉
一一一
郎
)
V
卜
ク
す
る
郵
便

貯
金
利
用
法

(野
末
陳
平
)

γ去
五
と
保
険
の
す
べ
て

(鈴

木

一
彦
)
V

一
分
間
結
婚
ス
ピ

ー
チ

(清
水
省
三
)
V
間
違
い

だ
ら
け
の
ク
ル
マ
選
び
幻
年
版

(
徳
大
寺
有
恒
)
V
峠
の
群
像

上

・
中

(堺
屋
太
こ

V
蒲
田

行
進
面

(っ
か
こ
う
へ
い
)

zu魔の
飽
食

(森
村
誠

こ

V
遥
か
な
る
西
部

一
・
二

・
三

(
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・

A
・
ミ
ッ
チ

ェ
ナ
l
)
V
贈
ら
れ
た
眼
の
記

録
h

曽
野
綾
子
)

V

ハ
イ
カ
ラ

さ
ん

(大
薮
郁
子
)

図
書
は

一
人
三
冊
ま
で
二
週

間
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

婦
人
電
気
教
室
へ
ど
う
ぞ

ご
家
庭
で
、
上
手
に
電
気
を
お

使
い
い
た
だ
く
に
は
ち
ょ
っ
と
し

た
電
気
の
知
識
が
大
変
お
役
に
立

ち
ま
す
。
九
州
電
力
で
は
、
楽
し

み
な
が
ら
電
気
に
強
く
な
る
(
婦

人
電
気
教
室
)
を
開
講
い
た
し
て

お
り
、
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
九
電
大
村
営
業

所

(宮
②
|
一二

七

こ

へ

お

た
ず
ね
下
さ
い
。
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募

集

-
市
奨
学
生

資
格

O
市
民
ま
た
は
そ
の
子
供

で
高
校
、
国
立
高
等
専
門
学
校

に
在
学
中
の
人

O
学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も

健
康
な
人

O
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

O
日
本
育
英
会
そ
の
他
そ
れ
ら
に

類
す
る
団
体
か
ら
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
人

貸
与
月
額
七
千
円

募
集
期
間
五
月

一
日
出
j
三
十

一
日
間

申
込
方
法
出
願
書
類
は
市
教
育

委
員
会
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
の

で
、
在
学
校
長
を
経
由
し
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

(
教
育
委
員
会
庶
務
課
)

-
市
美
術
展
作
品

部
門
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
彫
塑

工
芸
・
写
真
・
日
本
画
(
含
南

画
)
・
版
画
・
書
道

出
品
資
格
市
内
在
住
者
(
市
内

職
場
へ
の
通
勤
者
及
び
市
内
高

校
へ
の
通
学
者
も
可
)
、
但
し

中
学
生
以
下
は
除
く

出
品
料

一
般

一
部
門
に
つ
き
五

百
円
、
高
校
生
一
部
門
に
つ
き

三
百
円

申
込
方
法
五
月
二
十
日
同
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
出
品

料
を
添
え
て
申
込
む
こ
と

申
込
先
社
会
教
育
課
内
市
美
術

協
会
事
務
局
市
展
係

ご
寄
付
・

ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
守
島
キ
ク
エ
(
植
松

一
丁
目
・

亡
夫
猶
幸
)
二
十
万
円
マ
開

田
熊
男
(
黒
木
郷
・
亡
父
貞
男
)

二
万
円
マ
松
村
フ
ミ
子
(
陰

平
郷
・
亡
夫
清
)
五
万
円
マ

渡
辺
肇
(
木
場
二
丁
目
・
亡
母

ハ
ナ
)
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
中
色
町
キ
ク
エ
(
植
松
一
丁
目
・

亡
夫
猶
幸
)
市
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会
へ
五
万
円

旭
が
丘
小
学
校
ヘ

マ
野
口
栄

(
向
木
場
町

・亡
二

女
さ
お
り
)
児
童
図
書
百
三
冊

(
十
万
円
相
当
)

一
一
一
離
寄
件

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
高
橋
光

一
(
沖
田
郷
)
二
千

五
百
円
マ
大
村
高
校
一
年
四

組

l
八
千
三
百
四
十
二
円
マ

久
保
川
俊
彦
(
佐
賀
県
伊
万
里

市
)
千
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
平
井
ツ
ル
子
(
東
本
町
)
大

村
子
供
の
家
へ
子
供
用
衣
類
四

ム筒口

※
要
項
、
申
込
書
の
請
求
及
び
、

詳
し
い
こ
と
は
美
術
協
会
事
務

局
へ
お
問
合
せ
下
き
い
。

-
婦
人
自
衛
官

(
ニ
等
陸
・
海
士
)

資
格
昭
和
五
十
七
年
八
月
一
日

現
在
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未

満
の
女
子

受
付
五
月

一
日
出
1
五
月
二
十

九
目
的

試
験
日
六
月
三
日
附

試
験
場
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊

問
合
せ
先
自
衛
隊
大
村
募
集
事

務
所
(
宮
②
l
六
一
二
七
)

(
市
民
課
)

-
国
税
専
門
官

(
大
学
卒
業
程
度
)

受
験
資
格
昭
和
三
十
，年
四
月
二

日
1
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

受
験
申
込
期
間
五
月
十
四
日
倒

ー
二
十

一
日
幽
ま
で

試
験
七
月
十
目
的
j
十
一
日
目

※
受
験
希
望
者
は
、
福
岡
国
税
局

(福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二

丁
目
十
一
一
)
ま
た
は
、
も

よ
り
の
税
務
署
へ
お
問
合
せ
下

支
」
い
。

(
税
務
課
)

そ

の

他

圃
春
季
慰
霊
祭

県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市
支

部
主
催
に
よ
る
春
季
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。
遺
族
並
び
に
市
民
多

数
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族

章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ

配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
人
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
福
祉
課
、
各

出
張
所
ま
た
は
遺
族
会
で
お
受
け

と
り
下
き
い
。

日
時
五
月
二
十
四
日
間

午
前
十
時
三
十
分
間
式

場
所
県
忠
霊
塔

(
福
祉
課
)

-
大
村
史
談
辺
号
刊
行

内
容
大
村
地
方
の
民
俗
芸
能
、

大
村
藩
犯
科
帳
、
大
阪
府
知
事

時
代
の
渡
辺
昇
、
九
州
探
題
渋

川
家
、
鍋
島
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン

と
郡
崩
れ
、
利
川
島
銀
行
の
創
設
、

私
立
大
村
中
学
校
の
経
営
、
中

尾
静
摩
目
録
、
諸
村
給
人
共
起

請
文
之
事
、
大
村
藩
領
内
士
分

配
置
高
寄
、
外
海
地
区
史
跡
探

訪
記
、
史
談
会
一
年
の
歩
み

領

価

千

円

送

料

二
百
円

申
込
先
市
内
史
料
館
内
大
村
史

談
会
(
武
部
郷
三
二
三
!

一、

宮
③

i
一
九
七
九
)
、
社
会
教

育
課
内
史
談
会
係
(
現
金
引
換

え
の
み
)

※
現
金
引
換
え
ま
た
は
振
替
、
現

金
書
留
を
ご
利
用
下
き
い
。

-
技
能
向
上
訓
練

種
類

被
覆
ア
ー
ク
溶
接
J
I
S

学
科
受
験
コ
l
ス

期
間
六
月
一
日

ωj六
月
二
十

三
日
附
の
聞
の
十
日
間
、
午
後

五
時
三
十
分
j
八
時
三
十
分

受
講
料
千
円

(プ
リ
ン
ト
代
)

場
所
及
び
申
込
先
長
崎
技
能
開

発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船
越

町
三
一

三、

宮
諌
早
伶

γ二

一一一一二三

小浜温泉"‘みる/，.11
合小浜(09577)4 -2383 
または大村市社会福祉協議会宿泊係・合③1351
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